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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月24日(2020.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記工程（ｉ）及び工程（ｉｉ）を順に有し、該工程（ｉ）と工程（ｉｉ）との間に、
毛髪をすすぐ工程を有する毛髪処理方法。
工程（ｉ）：次の成分（Ａ）を含む組成物を毛髪に塗布する工程
（Ａ）下記一般式（１）で表される化合物又はその塩

【化１】

〔式中、破線はπ結合の存在又は不存在を示す。Ｒ１は水酸基又はアセトキシ基を示す。
Ｒ２は水素原子、又は－ＣＯＯＲ（Ｒは水素原子、メチル基又はエチル基）を示す。Ｒ３

は水素原子、アセチル基、メチル基又はエチル基を示す。〕
工程（ｉｉ）：４５℃以上１４０℃未満の温度で毛髪に形状を付与する工程
【請求項２】
　前記組成物のｐＨが８．０以上１２．０以下である請求項１に記載の毛髪処理方法。
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【請求項３】
　工程（ｉｉ）が、前記温度で、うねりのある毛髪に対しうねりを緩和させた形状を付与
する工程である請求項１又は２に記載の毛髪処理方法。
【請求項４】
　工程（ｉｉ）を、毛髪を根元から毛先方向に向かって伸ばしながら行う請求項１～３の
いずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項５】
　工程（ｉｉ）を、毛髪を梳かしながらブロー乾燥することにより行う請求項１～４のい
ずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項６】
　前記組成物中の成分（Ａ）の含有量が０．０２質量％以上５質量％以下である請求項１
～５のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項７】
　工程（ｉ）と工程（ｉｉ）との間に、前記組成物を塗布した状態で毛髪を１分以上放置
する工程を有する請求項１～６のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項８】
　工程（ｉ）において毛髪に塗布する組成物の量が、毛髪の質量に対する浴比（組成物の
質量／毛髪の質量）で、０．０５以上１．５以下である請求項１～７のいずれか１項に記
載の毛髪処理方法。
【請求項９】
　前記組成物が毛髪洗浄剤、リンス、コンディショニング剤、トリートメント剤、スタイ
リング剤、染毛剤、又は育毛剤である請求項１～８のいずれか１項に記載の毛髪処理方法
。
【請求項１０】
　成分（Ａ）が、５，６－ジヒドロキシインドール、５，６－ジヒドロキシインドール－
２－カルボン酸及びこれらの塩からなる群から選ばれる１種又は２種以上を含む請求項１
～９のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項１１】
　還元剤を含む毛髪処理剤、及びｐＨ１２を超える毛髪処理剤を毛髪に適用する工程を含
まない、請求項１～１０のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
【請求項１２】
　前記組成物中の成分（Ａ）以外の染色剤の含有量が、０．０３質量％以下である請求項
１～１１のいずれか１項に記載の毛髪処理方法。
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